
1 下記の項目を記載する。（例図１）

○○○工事・設計変更

△△区□□町○○

既決の通り・工期延期を同時に行なう場合は変更後工期

既決の通り

参考図によりリストを作成する

本設計図書に記載なき事項は原設計の仕様による

以上の項目について必ず記載する

2 変更位置図を作成する。（例図２・３）

① 必ずしも必要ではないが、出来るだけ作成する

② 変更項目は分かりやすく、簡潔に記載する。

③ 主要な項目については、省略しない。

④ 軽微な変更については、変更位置図に場所・数量・仕様等を記載し詳細図を省略できる。

3 設計変更図作成の注意点

① 設計変更図については、原則として原設計と変更後が比較できるように記載する。

原設計図 変更図 を作成 （例図４）

② 変更後の図面については、積算が出来る様に寸法、仕様等を必ず記載する。

また必要に応じて詳細図を作成する。 （例図４）

③ 特に変更対象の範囲を明確に記載する。 （例図５）

④ 図面で表現しにくい項目や、軽微な項目で図面を作成するまでもないものについては

文章による記載を行なう、但し図面が無い場合は特に数量、寸法、仕様等について

積算が出来る様に分かりやすく記載する。 （例図６）

⑤ 外壁改修工事の補修数量の精算変更は集計表による。立面図、補修数量明細は

積算根拠として作成･整理し、変更図には記載しなくてもよい。 （例図７）

⑥ 建具の追加・変更については必ず建具表を作成し、箇所数、寸法、仕様、ガラス、

金物等についても記載する。 （例図８）

⑦ 家具・流し台等の工場製品の変更については、施工図やカタログデータ等を活用し、

寸法・仕上・材質などの仕様を記載する。 （例図９）

⑧ 構造・躯体に関する変更は、伏図、断面・配筋リスト等の必要図面を必ず作成し、

変更箇所を明示する。 （例図　）

4 その他

① 設計変更の項目については、変更指示書によるが、その他変更確認書や打合記録に

ついても十分に確認を行い、もれのない様に注意する。

なお、例図につきましては出来るだけ分かり易いものに更新していく予定です。

作成：H22.6.30
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